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麟真空凍結乾燥機の現地公開を実施

　被災文化財等救援委員会では、東日本大震災で被

災した水損文書類の救援にも取り組んでいます。水

損文書類は、カビが生えたり、場合によっては腐敗

してしまうため、できる限り早急に回収し、乾燥さ

せる必要があります。乾燥させるには、風乾や真空

凍結乾燥機による処置がありますが、大量の水損文

書類を処置するためには時間がかかってしまうた

め、救援委員会では、一時的な保管手段として、奈

良市場冷蔵株式会社の協力を得て、回収された水損

文書類を冷凍し、順次、乾燥をおこなっています。

　そうしたなか、奈良文化財研究所では、文化財レ

スキュー事業の一環として、救援委員会の要請を受

け、水損文書類を真空凍結乾燥機を使って、乾燥さ

せる作業をおこなっています。

　この文化財レスキュー事業に、より理解を深めて

いただくため、７月12日および26日に真空凍結乾

燥機の現地公開をおこないました。事前に新聞や

ウェブサイト等で募集したところ、募集開始初日で

予定を上回る申し込みがある等、文化財保護への関

心の高さに驚かされました。

　現地公開は、１回の参加者を20名とし、約30分

間で実施しました。参加者は、高妻洋成保存修復科

学研究室長から、水損文書類の早急な救出の必要性

や真空凍結乾燥の仕組み等について詳しく説明を受

け、その後、真空凍結乾燥機に設けられている監視

用の窓から内部の様子を交代で見学するとともに、

すでに凍結乾燥を終えている文書類を見学しまし

た。参加者からは、乾燥後の修復作業方法や今後の

文化財レスキュー事業について多くの質問等が寄せ

られました。

　今後も、可能な範囲で現地公開等をおこなうこと

で、文化財保護の普及・啓発にも取り組んでいきた

いと考えています。（研究支援推進部　田中康成）
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真空凍結乾燥の説明を受ける参加者
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